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製品概要
SnapManager for Microsoft Exchange Serverは、ネットアップのMicrosoft Exchange向け統合ス
トレージ ソリューションのホスト側コンポーネントです。Exchangeデータベースの、アプリ
ケーションに対応したプライマリSnapshotコピーを作成します。 SnapManagerをData
ONTAPのSnapMirrorテクノロジと組み合わせると、バックアップ セットのミラー コピーを
別のボリュームに作成できます。また、SnapVaultテクノロジと組み合わせれば、バックアッ
プをディスクに効率的にアーカイブできます。
これらのツールの組み合わせにより、基盤となるストレージ システムと同様に拡張性、信
頼性、可用性に優れた、Snapshotベースの包括的なデータ保護形式が提供されます。 次の図
は、SnapManager導入環境内のコンポーネントを示しています。
 

 

SnapManagerの特長
SnapManagerは、Windowsホスト上のMicrosoft製品とバックエンドのネットアップのSnapshot
テクノロジとのシームレスな統合を実現します。 SnapManagerには、使いやすいウィザード
ベースの管理インターフェイスが用意されています。

• Microsoft Volume Shadow Copy Service（VSS;ボリューム シャドウ コピー サービス）との
統合により、バックアップを作成する前に書き込み要求がフリーズされ、書き込みキャッ
シュがフラッシュされます。 SnapManagerは、Windowsボリューム マネージャ、Windows
Serverフェイルオーバー クラスタリング、Microsoft Multipath I/O（MPIO;マルチパスI/O）、
およびExchangeデータベース可用性グループを完全にサポートします。

• ネットアップのSnapDrive for Windowsソフトウェアを使用する、 無停止の高速なSnapshot
テクノロジにより、データベースを数秒でバックアップできます。また、Exchange Server
をオフラインにしなくても、データベースを数分でリストアできます。 Snapshotコピー
はストレージ スペースを最小限しか消費しません。 保存できるコピーの数は、ボリュー
ムあたり最大で255個です。

• 全体管理の自動化により、柔軟性と信頼性に優れたデータ管理が実現します。 日常的な
Exchange Serverデータベースのバックアップのスケジュール設定、ポリシーベースの
バックアップの保持の設定、ポイントインタイム リストア処理と最新の状態へのリスト
ア処理の設定、および定期的なEメール アラートを使用したExchange Server環境のプロア
クティブな監視を行うことができます。 PowerShellコマンドレットを使用すると、バッ
クアップとリストアの処理のスクリプトを簡単に作成できます。

SnapManagerには、上記の主要な機能以外にも次の機能が用意されています。
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• Single Mailbox Recoveryの統合により、個々のメールボックス、Eメール メッセージまた
は添付ファイル、予定表アイテム、削除済みアイテム、下書き、または連絡先をリスト
アできます（Single Mailbox Recoveryは別途インストールが必要）。

• 使いやすい設定ウィザードにより、既存のデータベースをネットアップ ストレージに簡
単に移行できます。

• 自動化された無停止のバックアップ検証

• データベース可用性グループ内のデータベースの高速再シード

• 物理インフラと仮想インフラのサポート

• iSCSI、ファイバチャネル、およびFCoEのサポート

• サービスレベルのRole-Based Access Control（RBAC）のサポート
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導入のワークフロー
SnapManagerを使用してバックアップを作成する前に、SnapDrive for Windowsおよび
SnapManagerソフトウェアをインストールして、ネットアップ ストレージをプロビジョニン
グする必要があります。 そのあとで、ストレージ システムにデータベースを移行するか、
またはシステムに新しいデータベースを作成できます。
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導入準備
SnapManagerを導入する前に、ストレージ レイアウトを決め、SnapManager構成を選択する
必要があります。また、必要なライセンスがあり、Windowsホストが最小要件を満たしてい
ることを確認する必要があります。

手順

1. データベースをネットアップ ストレージにどのように配置するかを計画します。

2. SnapManagerの専用サーバを管理または確認に使用するかどうかを指定します。

3. 必要なライセンスがあることを確認します。

4. SnapManagerでの構成およびストレージ タイプのサポートを確認します。

5. WindowsホストがSnapManagerの要件を満たしていることを確認します。

6. SnapManagerのサービス アカウントに最小限の権限を設定します。

関連資料

ストレージ レイアウトの要件（7ページ）
SnapManagerの専用サーバ（9ページ）
SnapManagerのライセンス（10ページ）
サポートされている構成（11ページ）
サポートされているストレージ タイプ（11ページ）
Windowsホストの要件（12ページ）
サービス アカウントの要件（14ページ）

ストレージ レイアウトの要件
データベースのサイズ、データベースの変更率、バックアップの実行頻度、およびバック
アップ スケジュールはすべて、ストレージのレイアウトに影響を及ぼします。 SnapMirrorコ
ピーとSnapVaultコピー用のレイアウトは、プライマリ データ用のレイアウトを基にモデル
化する必要があります。
SnapManagerは、データベースのデータ ファイル、トランザクション ログ、および
SnapManagerがバックアップ ファイルの情報を保存するSnapInfoディレクトリのSnapshotコ
ピーを作成することによって、Exchangeデータベースをバックアップします。 ネットアップ
ストレージにデータベースを移行する場合は、SnapManager設定ウィザードを使用して、1つ
以上のSnapInfoディレクトリを作成します。
注： SnapDrive for Windowsを使用してストレージをプロビジョニングすることを推奨しま
す。 SnapManagerのすべてのベストプラクティスについては、ネットアップ テクニカル
レポート4224：『Microsoft Exchange Server 2013 and SnapManager for Exchange Best Practices
Guide for Data ONTAP Operating in 7-Mode』を参照してください。

LUNのセットアップ
SnapManagerでは、各Exchangeデータベースについて次の項目を設定する必要があります。

• データベース ファイル（.edb）用のLUN（LUNごとに1つのデータベース）
複数のデータベースのデータベース ファイルを同じLUNに保存することはできません。
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• トランザクション ログ（.log）用のLUN

トランザクション ログ ストリームの数を9個以下に制限する場合にかぎり、複数のメー
ルボックス データベース用のログを単一のLUNに保存できます。

ほとんどのサイトでは、ストレージ効率化のために、トランザクション ログと同じLUNに
SnapInfoディレクトリを作成します。 この構成では、SnapInfoディレクトリにトランザク
ション ログをアーカイブする際に、SnapManagerがNTFSハード リンクを作成します。 ほと
んどの場合、ハード リンクを使用したトランザクション ログのアーカイブはファイル コ
ピーを実行するよりも効率的です。
スペース不足に陥る危険性がある場合は、別のLUNにSnapInfoディレクトリを保存できま
す。 データベース ファイルと同じLUNにSnapInfoディレクトリを保存することはできませ
ん。
すべてのLUNがqtree内に存在する必要があります。 パフォーマンス上の理由から、デフォ
ルトのセキュリティ タイプがUNIXのボリュームを含むqtreeを使用してください。
制限事項は次のとおりです。

• SANブートLUNまたは他のディレクトリやファイル（システム ページング ファイルな
ど）を含むLUNに、データベース ファイル、トランザクション ログ、SnapInfoディレク
トリを保存することはできません。

• NTFSボリューム マウント ポイントをホストするLUNにデータベース ファイルを保存す
ることはできません。

• Unified Managerを使用したSnapVaultレプリケーションの場合、ドライブとマウント ポイ
ントの両方に割り当てられているLUNにデータベース ファイルを保存することはでき
ません。

ボリュームのセットアップ
Snapshotコピーはボリューム単位で行われるため、同じボリューム上のアイテムには互換性
のあるバックアップ スケジュールを設定する必要があります。 Exchange Serverのデータ
ベースごとに異なるバックアップ スケジュールが設定されていると、Snapshotコピーの競合
の問題が発生する可能性があるため、これらのデータベースは個別のボリュームに保存する
ことを推奨します。 同様に、多くの場合、トランザクション ログはデータベース ファイル
よりも頻繁にバックアップされるため、同じデータベースのデータベース ファイルとトラ
ンザクション ログは別々のボリュームに保存することを推奨します。
可能な場合は、各データベースのデータベース ファイルとトランザクション ログを専用ボ
リュームに保存してください。 これは、同じサーバのデータベースであっても該当しま
す。 次の例は、専用ボリュームの使い方を示しています。

• /vol/db1_vol/db1_lun.lun ----> db1.edb

• /vol/log1_vol/log1_lun.lun ----> db1.log

• /vol/db2_vol/db2_lun.lun ----> db2.edb

• /vol/log2_vol/log2_lun.lun ----> db2.log

データベースのトランザクション レートが低く、データベースを頻繁にバックアップする
ようにSLAで規定されていない場合にかぎり、同じサーバの比較的小規模なデータベースを
単一のボリュームに保存できます。 ほとんどの場合、次の図に示すように、各データベー
スのトランザクション ログとSnapInfoディレクトリを同じLUNに保存できます。
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次の図は、最適なレイアウトを示しています。このレイアウトでは、各データベースのデー
タベース ファイルが異なるボリュームに保存されます。
 

 

SnapManagerの専用サーバ
通常は、メールボックスの役割を持つ、Exchange Serverソフトウェアを実行している各
WindowsホストにSnapManagerをインストールします。 この基本構成から、SnapManagerを
ローカルまたはリモートで管理できます。 必要に応じて、専用の管理サーバまたは検証
サーバにSnapManagerをインストールすることもできます。

• 管理サーバを使用すると、選択したホストからSnapManagerをリモート管理できます。
SnapManagerの管理にプライマリExchange Serverホストを使用できない場合や、専用サー
バを使用した方が便利な場合があります。

• 検証サーバを使用すると、バックアップ セットの検証をプライマリExchange Serverホス
トからオフロードできます。
SnapManagerのオプションのバックアップ セット検証機能では、Exchangeシステム管理
ツールを使用して、データベースとトランザクション ログ ファイルに物理レベルおよび
論理レベルの破損がないかどうかを確認します。 検証はCPUを大量に消費する処理であ
り、Exchange Serverのパフォーマンスを低下させる可能性があるため、専用サーバでこ
のユーティリティを実行することを推奨します。 検証サーバは、iSCSIまたはFCを使用
してストレージ システムに接続する必要があります。
シングル ノードのExchange Server環境では、検証を実行することを推奨します。 最低2
つ以上のコピーを含み、それぞれのコピーに有効なバックアップがあるDAGデータベー
スは検証する必要はありません。 詳細については、ネットアップの技術情報アーティク
ル3013600：「Does verification in SME need to occur in an Exchange 2010 DAG deployment?」
を参照してください。
ヒント：バックアップ中またはバックアップ後に検証を実行するようにSnapManagerを
設定できます。 また、ソース システム上のプライマリ コピーではなく、ターゲット
ストレージ システム上のミラー コピーまたはSnapVaultコピーを検証するように
SnapManagerを設定することもできます。
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個別の管理サーバを設定するよりも、検証サーバからSnapManagerを管理する方が便利な場
合は、そのように設定できます。

SnapManagerのライセンス
SnapManagerの処理を実行するには、SnapManagerライセンスといくつかのストレージ シス
テム ラインセンスが必要です。 SnapManagerには、2つのライセンス モデルがあります。各
Exchange Serverホストにライセンスを設定するサーバ単位のライセンスと、ストレージ シス
テムにライセンスを設定するストレージ システム単位のライセンスです。
SnapManagerのライセンス要件は次のとおりです。

ライセンス 説明 インストール先

SnapManager：
サーバ単位

特定のExchange Serverホストを対
象とするホスト側のライセンスで
す。 SnapManagerをインストール
したExchange Serverの本番用ホス
トについてのみ必要です。 スト
レージ システムまたはオプション
の検証サーバと管理サーバには不
要です。

SnapManagerホスト。 サーバ単位
のライセンスを使用する場合、
ソースとデスティネーションのス
トレージ システムにSnapManager
スイート ライセンスは必要ありま
せん。

SnapManager：
ストレージ シ
ステム単位
（SnapManager
スイート）

任意の数のExchange Serverホスト
をサポートする、ストレージ側の
ライセンスです。 SnapManagerホ
ストでサーバ単位のライセンスを
使用しない場合にのみ必要になり
ます。
注：試用版ライセンスは、スト
レージ システム単位のライセン
スのみです。

ソースとデスティネーションのス
トレージ システム。

SnapRestore SnapManagerでバックアップ セッ
トのリストアや検証を実行する場
合に必要になるライセンスです。
ファイルレベルのリストアも含ま
れます。

ソース ストレージ システム。
バックアップからファイルをリス
トアするには、SnapVaultデスティ
ネーション システムに必要です。

FlexClone Exchangeデータベースを回復用
データベースにリストアするため
のオプションのライセンスです。

ソース ストレージ システム。

SnapMirror バックアップ セットをデスティ
ネーション ストレージ システム
にミラーリングするためのオプ
ションのライセンスです。

ソースとデスティネーションのス
トレージ システム。

SnapVault バックアップ セットをデスティ
ネーション ストレージ システム
にアーカイブするためのオプショ
ンのライセンスです。

ソースとデスティネーションのス
トレージ システム。
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ライセンス 説明 インストール先

プロトコル iSCSIまたはFCライセンスが必要
です。

ソース ストレージ システム。
ソース ボリュームを利用できない
場合にSnapMirrorデスティネー
ション システムからデータを提供
するには、SnapMirrorデスティネー
ション システムに必要です。

サポートされている構成
SnapManagerをインストールまたはアップグレードする前に、ネットアップ Interoperability
Matrixを使用して、現在の構成がSnapManagerでサポートされるかどうかを確認することが
できます。
次の表は、現在サポートされているソフトウェアの設定を示しています。

Windows Server Exchange Server SnapDrive for
Windows

2016（Standardお
よびDatacenter） • 2016（StandardおよびEnterprise）、CU3以上 7.1.3

2012 R2（Standard
およびDatacenter）

• 2013 SP1（StandardおよびEnterprise）
• 2016（StandardおよびEnterprise）

• 7.1.3

• 7.0.3

2012（Standardお
よびDatacenter）

• 2013 CU9（CumulativeおよびUpdate）
• 2010 SP3（StandardおよびEnterprise）、RU10以
上

• 2016（StandardおよびEnterprise）

• 7.1.3

• 7.0.3

2008 R2 SP1
（Standardおよび

Enterprise）

• 2013 SP1（StandardおよびEnterprise）
• 2010 SP3（StandardおよびEnterprise）、RU10以
上

• 7.1.3

• 7.0.3

関連情報

NetApp Interoperability Matrix Tool

サポートされているストレージ タイプ
SnapManagerは、物理マシンと仮想マシンの両方でさまざまなストレージ タイプをサポート
しています。 SnapManagerをインストールまたはアップグレードする前に、ストレージ タイ
プがサポートされているかどうかを確認してください。

マシン ストレージ タイプ

物理サーバ • FC接続LUN

• iSCSI接続LUN
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マシン ストレージ タイプ
VMware VM

• FC HBAを使用して接続されたRDM LUN

• iSCSI HBAを使用して接続されたRDM LUN

• iSCSIイニシエータによってゲスト システムに直接接続された
iSCSI LUN

Hyper-V VM
• FC HBAを使用して接続されたパススルーLUN

• 仮想ファイバ スイッチを使用して接続されたVirtual Fibre Channel
（vFC;仮想ファイバチャネル）LUN

• iSCSI HBAを使用して接続されたパススルーLUN

• iSCSIイニシエータによってゲスト システムに直接接続された
iSCSI LUN

Windowsホストの要件
Windowsホストは、SnapManagerの基本構成およびオプションのSnapManagerの各専用サーバ
についての要件を満たしている必要があります。

重要事項

• 物理マシンまたは仮想マシンを任意に組み合わせた環境にSnapManagerをインストール
できます。

• すべてのホストで同じバージョンのSnapManagerを使用する必要があります。

• Database Availability Group（DAG;データベース可用性グループ）のすべてのメールボック
ス データベースを移行できるように、DAGのすべてのメンバーにSnapManagerと
SnapDrive for Windowsをインストールすることを推奨します。この構成にすれば、
Microsoft Exchange ServerインスタンスのバックアップもDAGレベルで柔軟に行えます。

• 基本構成への接続に使用したプロトコルとは異なるプロトコルを使用して、ストレージ
システムにリモート検証サーバを接続できます。

サーバ タイプ別のホストの要件
次の表は、SnapManagerの基本構成およびオプションの管理サーバと検証サーバのホストの
要件を示しています。

要件 基本 管理 検証 メモ

Exchange管理
ツール

○ ○ ○ ツールのバージョンが、プラ
イマリ ホストで実行する
Exchange Serverのバージョン
と同じである必要がありま
す。

.NET Framework
4.5または4.6

○ ○ ○
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要件 基本 管理 検証 メモ
Windows
Management
Framework 4.0

○ ○ ○ Windows Server 2008 R2 SP1
ホストまたはWindows Server
2012ホストをバージョン4.0
にアップグレードした場合は
再起動が必要です。

SnapDrive for
Windows

○ ○ ○ 使用しているData ONTAPの
バージョンでサポートされる
SnapDrive for Windowsのバー
ジョンにアップグレードまた
はインストールします。

PowerShellの言語モードの要件
Exchange Serverで使用するPowerShellの言語モードを全言語（FullLanguage）に設定する必要
があります。この設定を行わないと、SnapManagerレポートの生成時にエラーが発生します。
WindowsホストのInternet Information Services（IIS;インターネット インフォメーション サー
ビス）マネージャー（[管理ツール] > [インターネット インフォメーション サービス (IIS) マ
ネージャー]）で言語モードを設定できます。
次の手順を使用して、IISマネージャーで言語モードの設定にアクセスします。

• Exchange Server 2010の場合は、デフォルトのWebサイト（[Sites] > [Default Web Site]）に
移動し、[PowerShell] > [Application Settings] > [PSLanguageMode]を選択します。

• Exchange Server 2013の場合は、ExchangeバックエンドWebサイト（[Sites] > [Exchange
Back End]）に移動し、[PowerShell] > [Application Settings] > [PSLanguageMode]を選択
します。

[Edit Application Setting]ダイアログで、[Value]フィールドに「FullLanguage」と入力して、
[OK]をクリックします。
IISをすぐに再起動します（[スタート] > [ファイル名を指定して実行] > [IISReset]）。

Windowsファイアウォールの実装のためのポートと接続の要件
ホストでWindowsファイアウォールを有効にしている場合は、オプションの検証サーバおよ
び管理サーバとの通信を含むSnapManagerの通信用にTCPポート810が使用可能である必要
があります （インバウンドとアウトバウンドの両方）。DAGをサポートするために、
SnapManagerではSnapMgrService.exeへのインバウンド接続が必要です。

7-ModeのSnapVaultをサポートするためのその他の要件
7-ModeのSnapVaultをサポートするには、使用しているSnapDriveのバージョンに対応した
ネットアップ OnCommand Unified Managerを、ネットワーク内のWindowsまたはLinuxの専用
ホストにインストールする必要があります。このホストには、ネットアップ Management
Consoleのデータ保護機能のライセンスが必要です。
重要：OnCommand Unified Managerは、Exchange Serverホストにはインストールしないでく
ださい。

関連資料

SnapManagerの専用サーバ（9ページ）
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サービス アカウントの要件
サービス アカウントとは、Windows Serverで実行しているサービスにセキュリティ コンテキ
ストを提供するために明示的に作成されるユーザ アカウントです。サービス アカウント
は、サービスのインストール時または更新時に指定する必要があります。
SnapManagerと連携するには、Windowsホストに対する必要な権限がSnapManagerのサービス
アカウントに割り当てられている必要があります。Exchange Serverのサービス アカウント
には要件はありません。
SnapManagerサービス アカウントは次の要件を満たす必要があります。
• ドメイン ユーザ アカウントである必要があります。
• メールボックス サーバのローカル管理者グループのメンバーである必要があります。
• Exchange Serverの次のいずれかの管理役割グループに所属している必要があります。

◦ Exchange Organization Management役割グループ
◦ SnapManagerのすべてまたは一部の処理を許可するカスタムの管理役割グループ（後
述）

管理役割グループはExchange ServerのRole Based Access Control（RBAC;役割ベースのアクセ
ス制御）のグループで、Exchange Serverの特定のPowerShellコマンドレットの実行権限を
SnapManagerに付与します。
Organization Management役割グループには、SnapManagerに必要な権限がすべて含まれてい
ますが、必要のないタスクも多数含まれています。Exchange Serverのアクセスを
SnapManagerの特定の処理に制限する必要がある場合は、カスタムの管理役割グループを使
用する必要があります。
カスタムの管理役割グループを使用すると、SnapManagerで必要なすべてのPowerShellコマン
ドレットやそれらのコマンドレットの一部に対する権限を付与できます。以下の各セク
ションで、SnapManager用のカスタムの管理役割グループを設定する一般的な3つのシナリオ
を説明します。
• SnapManagerのすべての処理を許可する役割グループ
• 一部のデータベースに対するSnapManagerのすべての処理を許可する役割グループ
• データベース バックアップのみを許可する役割グループ
注：役割グループの詳細については、以下を参照してください。
Microsoft TechNet：「役割グループを作成する」
Microsoft TechNet：「管理役割スコープについて」

SnapManagerのすべての処理を許可する役割グループ
SnapManagerのすべての処理を許可するには、次の役割エントリを含むカスタムの管理役割
グループにSnapManagerサービス アカウントを割り当てる必要があります。
• Add-MailboxDatabaseCopy

• Dismount-Database

• Get-AdServerSettings

• Get-DatabaseAvailabilityGroup

• Get-ExchangeServer

• Get-MailboxDatabase

• Get-MailboxDatabaseCopyStatus

• Get-MailboxServer

• Get-MailboxStatistics
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• Get-PublicFolderDatabase

• Move-ActiveMailboxDatabase

• Move-DatabasePath -ConfigurationOnly:$true

• Mount-Database

• New-MailboxDatabase

• New-PublicFolderDatabase

• Remove-MailboxDatabase

• Remove-MailboxDatabaseCopy

• Remove-PublicFolderDatabase

• Resume-MailboxDatabaseCopy

• Set-AdServerSettings

• Set-MailboxDatabase -allowfilerestore:$true

• Set-MailboxDatabaseCopy

• Set-PublicFolderDatabase

• Suspend-MailboxDatabaseCopy

• Update-MailboxDatabaseCopy

一部のデータベースに対するSnapManagerのすべての処理を許可する役割グループ
一部のデータベースに対するSnapManagerの処理を許可するには、前のセクションで示した
役割エントリを含むカスタムの管理役割グループにSnapManagerサービス アカウントを割
り当てる必要があります。
SnapManagerのすべての処理を許可する役割グループ（14ページ）
さらに、必要なデータベースだけにアクセスを制限する管理スコープを割り当てる必要があ
ります。
例
次のコマンドレットで、ユーザ アクセスをDB1とDB2に制限する管理スコープを作成しま
す。

New-ManagementScope “SMEScope” -DatabaseRestrictionFilter {Name -eq 
‘DB1’ -or Name -eq 'DB2'}

次のコマンドレットで、作成した管理スコープを「SME」管理役割グループに割り当て、そ
のグループのユーザのアクセスをDB1とDB2に制限します。

Get-ManagementRoleAssignment -RoleAssignee “SME” | Set-
ManagementRoleAssignment -CustomConfigWriteScope "SMEScope”

データベース バックアップのみを許可する役割グループ
データベース バックアップを許可するには、次の役割エントリを含むカスタムの管理役割
グループにSnapManagerサービス アカウントを割り当てる必要があります。
• Get-AdServerSettings

• Get-DatabaseAvailabilityGroup

• Get-ExchangeServer

• Get-MailboxDatabase

• Get-MailboxDatabaseCopyStatus

• Get-MailboxServer

• Get-PublicFolderDatabase
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SnapManagerのインストール
通常は、Exchange Serverソフトウェアを実行している各WindowsホストにSnapManagerをイン
ストールします。 必要に応じて、専用の管理サーバまたは検証サーバにSnapManagerをイン
ストールすることもできます。 対話型のウィザードまたはコマンドラインを使用して製品
をインストールできます。

開始する前に

• Exchangeデータベースをバックアップしておく必要があります。
• SnapDrive for Windowsがインストールされている必要があります。

タスク概要

DAGレベルでExchange Serverをバックアップする場合は、データベースのコピーを含む各
ノードにSnapManagerをインストールする必要があります。 DAGメンバーを個別にバック
アップする場合は、バックアップ対象のノードにのみSnapManagerをインストールする必要
があります。

関連タスク

SnapManagerの対話的なインストール（16ページ）
コマンドラインからのSnapManagerのインストール（17ページ）

SnapManagerの対話的なインストール
SnapManagerインストール ウィザードを使用すると、SnapManagerをWindowsホストに対話的
にインストールできます。

手順

1. ネットアップ サポート サイトからSnapManager for Exchange Serverソフトウェアをダウ
ンロードします。
ネットアップのダウンロード：ソフトウェア

2. ダウンロードした.exeファイルをダブルクリックします。

3. SnapManagerインストール ウィザードの手順を実行してSnapManagerをインストールし
ます。
ウィザード内の大部分のフィールドは、説明の必要がないわかりやすいものです。 次の
表は、ガイダンスが必要な可能性のあるフィールドを示しています。
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フィールド 説明

アカウント SnapManagerを実行するためにWindowsが使用するユーザ アカウ
ント。 このSnapManagerサービス アカウントには、Windowsホスト
およびExchange Serverに対する特定の権限が必要です。 詳細につ
いては、「サービス アカウントの要件」（14ページ）を参照してく
ださい。
次のどちらかの形式を使用してアカウント名を指定します。

• DomainName\UserName

• UserName@DomainName

例：

ライセンス タイプ 購入済みのライセンス タイプ。サーバ単位のライセンスまたはス
トレージ システム単位のライセンスです。 詳細については、
「SnapManagerのライセンス」（10ページ）を参照してください。
サーバ単位のライセンスを使用して、SnapManagerコンソールでラ
イセンス キーを指定する場合は、[ライセンス キー]フィールドを
空白のままにします。

コマンドラインからのSnapManagerのインストール
Windowsコマンドラインから、SnapManagerのインストール プログラムをサイレント モード
で自動的に実行できます。

手順

1. ネットアップ サポート サイトからSnapManager for Exchange Serverのインストーラをダ
ウンロードします。
ネットアップのダウンロード：ソフトウェア

2. ローカル ホストのWindowsコマンド プロンプトで、製品のインストーラをダウンロード
したディレクトリに移動します。

3. コマンド プロンプトで、次のコマンドを入力します。
installer.exe /s /v”/qn SILENT_MODE=1 [USERNAME=UserName]
[COMPANYNAME=CompanyName] [ISX_SERIALNUM=LicenseKey]
[INSTALLDIR=InstallDirectory] SVCUSERNAME=Domain\UserName
SVCUSERPASSWORD=Password SVCCONFIRMUSERPASSWORD=Password [/L*V DirPath
\LogFileName]”

各変数に次のように入力します。

変数 説明

installer .exeファイルの名前。

UserName 製品の管理者の名前。 指定しない場合、SnapManagerはWindowsレ
ジストリからデフォルト値を取得します。

CompanyName 会社名。 指定しない場合、SnapManagerはWindowsレジストリから
デフォルト値を取得します。
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変数 説明

LicenseKey サーバ単位のライセンス キー。 ストレージ システム単位のライ
センスを使用する場合、またはSnapManagerコンソールでサーバ単
位のライセンス キーを指定する場合は、このフィールドを空白の
ままにします。 詳細については、「SnapManagerのライセンス」（10
ページ）を参照してください。

InstallDirectory 代替のインストール ディレクトリ。 指定しない場合、
SnapManagerは次のデフォルト ディレクトリを使用します。
C:\Program Files\NetApp\SnapManager for Exchange

Domain\UserName SnapManagerを実行するためにWindowsが使用するユーザ アカウ
ント。 このSnapManagerサービス アカウントには、Windowsホスト
およびExchange Serverに対する特定の権限が必要です。 詳細につ
いては、「サービス アカウントの要件」（14ページ）を参照してく
ださい。

Password 指定したユーザ アカウント用のパスワード。

DirPath\LogFileName インストール ログ ファイルの場所と名前。ログ ファイルはトラ
ブルシューティングに役立ちます。 アスタリスク（*）は、すべて
のインストール情報（ステータス メッセージ、致命的でない警告、
エラー メッセージなど）をログに記録する必要があることを示し
ます。

例

"SME7.1_x64.exe" /s /v"/qn SILENT_MODE=1 ISX_SERIALNUM=123
SVCUSERNAME=mva\Administrator SVCUSERPASSWORD=examplepwd! 
SVCCONFIRMUSERPASSWORD=examplepwd! /L*V C:\SME_Install.log"
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ネットアップ ストレージへのデータベースの移行
SnapDrive for Windowsによるネットアップ ストレージのプロビジョニングが完了したら、ス
トレージ システムにデータベースを移行するか、システムに新しいデータベースを作成で
きます。 どちらの場合でも、設定ウィザードを使用して、SnapManagerがバックアップ ファ
イルに関する情報の保存に使用するSnapInfoディレクトリを作成できます。

関連タスク

Exchange ServerへのSnapManagerの接続（19ページ）
データベースの移行とExchange Server用のSnapManagerの設定（19ページ）

Exchange ServerへのSnapManagerの接続
データベースを移行するには、SnapManagerをExchange Serverに接続する必要があります。

手順

1. Windowsの[スタート]メニューで、[SnapManager for Exchange]をクリックします。
SnapManagerコンソールが開き、Exchange Serverの指定が必要であることを示すメッセー
ジ ボックスが表示されます。

2. [OK]をクリックします。
[管理対象の Exchange サーバを追加]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. サーバを選択するには、リスト内のサーバをダブルクリックするか、[参照]をクリックし
ます。
Database Availability Group（DAG;データベース可用性グループ）がある場合は、各DAG
メンバーに接続してから、DAG自体に接続する必要があります。 DAGからすべてのデー
タベースをバックアップできますが、この場合、SnapManager設定ウィザードを使用して
各DAGメンバーを設定する必要があります。

4. サーバを選択したら、[追加]をクリックします。
SnapManagerがサーバに接続し、Exchange ServerでSnapManager for Exchangeが設定されて
いないことを示すメッセージ ボックスが表示されます。

5. [OK]をクリックします。
設定ウィザードが表示されます。

次のタスク

設定ウィザードを使用して、ネットアップ ストレージにデータベースを移行し、Exchange
Server用にSnapManagerを設定します。

データベースの移行とExchange Server用のSnapManagerの設
定

SnapManagerを使用してデータベースをバックアップする前に、Exchange Serverごとに
SnapManager設定ウィザードを実行する必要があります。 設定ウィザードを使用して、ネッ
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トアップ ストレージにデータベースを移行し、Exchange Server用にSnapManagerを設定しま
す。

タスク概要

注意：Exchangeデータベースの移行時は、SnapManagerによってExchangeデータベースがオ
フラインになります。

SnapManager設定ウィザードを使用して、バックアップ セットの検証サーバの選択、ネット
アップ ストレージへのデータベースとログの移行、対応するSnapInfoディレクトリへのデー
タベースとログのマッピング、および自動イベント通知の設定を行います。
データベースの移行時に、SnapManagerは、SnapManagerの設定要件を満たす場所にファイル
が格納されているかどうかを確認します。 別のツールを使用してデータベースまたはログ
を移行する場合は、設定ウィザードを実行して、ファイルが正しい場所に格納されるように
してください。 ファイルが正しい場所に格納されていないと、SnapManagerが正常に動作し
ない可能性があります。
ネットアップ ストレージ上に新しいデータベースを直接作成する場合でも、設定ウィザー
ドを実行して、それらのデータベースとSnapInfoディレクトリとの間のマッピングを作成す
る必要があります。
DAGがある場合は、各DAGメンバーで設定ウィザードを実行してから、DAG自体で設定ウィ
ザードを実行します。

手順

1. 設定ウィザードが開いていない場合は、[操作]メニューの[設定ウィザード]をクリックし
ます。

2. [開始]ページで、[次へ]をクリックします。
[開始]ページには、制御ファイルを使用するためのオプションがあります。 制御ファイ
ルには、Exchange Serverに関する設定の詳細が格納されています。 このオプションをあ
とで使用して、設定をエクスポートしてからインポートすることもできます。 制御ファ
イルの使用方法については、『SnapManager 7.2 for Microsoft Exchange Serverアドミニスト
レーション ガイド』を参照してください。

3. [検証設定]ページで、SnapManagerによるバックアップ コピーの検証方法を定義します。

フィールド 操作

検証サーバ 最適なパフォーマンスを確保するには、リモート検証サーバを選択
します。これにより、本番用Exchange Serverから作業がオフロード
されます。

Snapshot コピー内の LUN
にアクセス

空のNTFSディレクトリにSnapshotコピーをマウントする場合は、
デフォルトのオプションを使用します。 SnapManagerは、バック
アップを検証する際に、検証サーバにSnapshotコピーをマウントし
ます。 使用可能なドライブ レターよりもバックアップ コピーの
数が多い場合は、検証サーバが使用するドライブ レターがなく
なってしまう可能性があるため、通常は、ドライブ レターの割り
当てではなく、空のNTFSディレクトリを使用することを推奨しま
す。

20 | SnapManager 7.2 for Microsoft Exchange Serverセットアップ ガイド

https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2380529
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2380529


4. [設定する Exchange サーバ]ページで、[次へ]をクリックします。

5. [ストレージを LUN に移行]ページで、データベースをLUNに割り当ててから、選択結果
を確認します。

a. [ストレージ グループ / データベース]ペインで、データベースを選択します。

b. [利用可能なディスク]ペインで、LUNを選択します。

c.  ボタンをクリックします。

d. 各データベースについて手順a～cを繰り返します。

e. [データベースの場所の結果]ペインで、選択結果を確認します。

ヒント：選択内容を変更するには、[すべてを元に戻す]をクリックするか、データベー
スを選択して[再設定]をクリックします。

6. 次に表示される[ストレージを LUN に移行]ページで、各データベースのトランザクショ
ン ログを配置するLUNを指定します。

7. [SnapInfo ディレクトリの設定]ページで、各データベースのSnapInfoディレクトリを配置
するLUNを指定します。

8. SnapManagerの統合されたSnapVaultテクノロジを使用するためにOnCommand Unified
Managerをインストールした場合は、[データセットの設定]ページで、データセットに保
護ポリシーを割り当てます。
保護ポリシーには、データを保護する方法とバックアップを保持する期間を定義する
ルールが含まれています。

9. [iSCSI の依存関係]ページで、iSCSIサービスを依存関係として設定するかどうかを選択
し、[次へ]をクリックします。

• iSCSIを使用する場合、このオプションを選択します。

• iSCSIを使用しない場合、このオプションの選択を解除します。

iSCSIサービスをすべてのExchange Serverサービスの依存関係として設定すると、iSCSIに
問題がある場合にExchangeデータを保護できます。
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10. [自動サポート設定]ページで、Eメール通知、イベント ロギング、およびAutoSupport通知
の設定を行います。
このページのフィールドのほとんどは分かりやすいもので、説明を必要としません。 以
下は、説明が必要なフィールドのリストです。

フィールド 説明

E メール通知を送信する SnapManager処理の成功または失敗に関する、指定のアドレス宛て
のEメール通知を有効にします。
このフィールドを選択する場合は、[詳細]をクリックして通知設定
を調整します。たとえば、処理が失敗した場合にのみ通知を受信す
るように設定できます。

SnapManager イベントをス
トレージ システムの syslog
に記録する

AutoSupportがストレージ システムで有効になっている場合に、
SnapManagerのイベントをストレージ システムのイベント ログに
記録します。
テクニカル サポートがこの情報を使用して問題のトラブルシュー
ティングを行うことができます。

AutoSupport 通知を送信す
る

AutoSupportがストレージ システムで有効になっている場合に、
SnapManagerのイベントまたは発生する可能性のあるストレージ
システムの問題に関する、テクニカル サポート宛てのEメール通知
を有効にします。

エラー時のみ ストレージ システムのイベント ログに記録し、AutoSupportを使用
して送信するSnapManagerのイベントをエラー イベントのみに限
定します。

11. [監視とレポートの設定]ページで、バックアップ処理と検証処理のステータスを含む定期
的なEメール通知を受信するかどうかを選択します。
Eメール通知を受信するには、前のページでEメール通知を有効にしておく必要がありま
す。
重要：レポートはバックアップ スケジュールのあとで実行するように設定してくださ
い。 バックアップと同時にレポートを実行すると、バックアップが失敗したとレポー
トに誤って記録される場合があります。

12. [終了]ページで、設定を確認して[終了]をクリックします。
SnapManagerがデータベースを移行し、SnapManagerの設定を更新します。 処理の詳細は
設定レポートで確認できます。

次のタスク

いつでも設定ウィザードに戻ってデータベースの設定を確認または変更できます。
データベースを追加または移動する場合は、設定ウィザードを実行して、データベースを有
効な場所に格納し、それらのデータベースと対応するSnapInfoディレクトリの間のマッピン
グを作成する必要があります。
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SnapMirrorレプリケーションとSnapVaultレプリ
ケーションのためのストレージ システムの準備

SnapManagerをData ONTAPのSnapMirrorテクノロジと組み合わせると、バックアップ セット
のミラー コピーを別のボリュームに作成できます。また、SnapVaultテクノロジと組み合わ
せれば、バックアップをディスクに効率的にアーカイブできます。 これらのタスクを実行
するには、ソース ボリュームとデスティネーション ボリュームの間にデータ保護関係を設
定し、その関係を初期化する必要があります。
データ保護関係では、プライマリ ストレージ（ソース ボリューム）上のデータがセカンダ
リ ストレージ（デスティネーション ボリューム）にレプリケートされます。 この関係を初
期化すると、ソース ボリュームで参照されるデータ ブロックがデスティネーション ボ
リュームに転送されます。

関連タスク

SnapMirrorとSnapVaultの違い（23ページ）
SnapMirrorレプリケーションのためのストレージ システムの準備（24ページ）
SnapVaultレプリケーションのためのストレージ システムの準備（25ページ）

SnapMirrorとSnapVaultの違い
SnapMirrorは、地理的に離れたサイトのプライマリ ストレージからセカンダリ ストレージへ
のフェイルオーバー用に設計されたディザスタ リカバリ テクノロジです。 SnapVaultは、基
準への準拠およびその他のガバナンス関連の目的で、ディスクツーディスクのSnapshotコ
ピーのレプリケーションを行うために設計されたアーカイブ テクノロジです。
このような目的の違いにより、各テクノロジがバックアップの有効期間とバックアップの保
持の目標を両立させる際にも違いが生じます。

• SnapMirrorは、プライマリ ストレージにあるSnapshotコピーのみを格納します。これは、
災害が発生した際に、適切な状態の最新バージョンのプライマリ データをフェイルオー
バーできる必要があるためです。 たとえば、組織では、10日間にわたって本番データの
コピーを1時間ごとにミラーリングしなければならない場合があります。 フェイルオー
バーの事例で示すように、ミラーリングされたストレージからデータを効率的に提供す
るには、セカンダリ システム上の機器がプライマリ システム上の機器と同じであるか、
ほぼ同じである必要があります。

• これに対し、SnapVaultは、Snapshotコピーがプライマリ ストレージにあるかどうかに関
係なく、Snapshotコピーを格納します。これは、監査の際に、履歴データへのアクセスが
現在のデータへのアクセスと同様に重要になる可能性があるためです。 場合によって
は、月間のデータのSnapshotコピーを20年間にわたって保持しなければならないことがあ
ります（たとえば、ビジネスに関する政府会計規則に準拠するためなど）。 セカンダリ
ストレージからデータを提供するための要件は存在しないため、SnapVaultシステムでは
低速かつ低コストのディスクを使用できます。

当然ながら、Snapshotコピーの数がボリュームごとに255個に制限されていることで、結果と
してSnapMirrorとSnapVaultがバックアップの有効期間とバックアップの保持に置く重みに
違いが生じます。 SnapMirrorが最新のコピーを保持する一方で、SnapVaultは最長期間にわ
たって作成されたコピーを保持します。
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SnapMirrorレプリケーションのためのストレージ システムの準
備

SnapManagerの統合されたSnapMirrorテクノロジを使用してSnapshotコピーをミラーリング
するには、ソース ボリュームとデスティネーション ボリューム間のデータ保護関係を設定
して初期化する必要があります。 初期化の際に、SnapMirrorはソース ボリュームのSnapshot
コピーを作成して、そのコピーおよびコピーが参照するすべてのデータ ブロックをデス
ティネーション ボリュームに転送します。 また、ソース ボリューム上の最新ではない
Snapshotコピーもすべてデスティネーション ボリュームに転送します。

タスク概要

これらのタスクを実行するには、Data ONTAP CLIまたはOnCommand System Managerを使用
します。 次の手順は、CLIを使用することを前提としています。 詳細については、Data
ONTAP 8.2 Data Protection Online Backup and Recovery Guide for 7-Mode を参照してください。
注：SnapManagerを使用してqtreeをミラーリングすることはできません。 SnapManagerで
サポートされているのはボリューム ミラーリングのみです。
SnapManagerを同期ミラーリングに使用することはできません。 SnapManagerでサポート
されているのは非同期ミラーリングのみです。

重要：データベース ファイルとトランザクション ログを別々のボリュームに保存する場
合は、データベース ファイルのソース ボリュームとデスティネーション ボリュームの
間、およびトランザクション ログのソース ボリュームとデスティネーション ボリューム
の間に関係を作成する必要があります。

手順

1. ソース システムのコンソールでoptions snapmirror.accessコマンドを使用して、ソー
ス システムからデータを直接コピーすることを許可するシステムのホスト名を指定しま
す。

例

次のエントリでは、destination_systemBへのレプリケーションを許可します。

options snapmirror.access host=destination_systemB

2. デスティネーション システムで、コピーするボリュームを指定するための/etc/

snapmirror.confファイルを作成または編集します。

例

次のエントリでは、source_systemAのvol0からdestination_systemBのvol2へのレプリケー
ションを指定します。

source_systemA:vol0 destination_systemB:vol2

3. ソース システムとデスティネーション システムの両方のコンソールで、snapmirror on
コマンドを使用してSnapMirrorを有効にします。

例

次のコマンドでは、SnapMirrorを有効にします。
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snapmirror on

4. デスティネーション システムのコンソールで、vol createコマンドを使用して、ソース
ボリュームと同じサイズ以上のSnapMirrorデスティネーション ボリュームを作成しま
す。

例

次のコマンドでは、アグリゲートaggr1に、vol2という名前の2GBのデスティネーション
ボリュームを作成します。

vol create vol2 aggr1 2g

5. デスティネーション システムのコンソールで、vol restrictコマンドを使用して、デス
ティネーション ボリュームを制限付きに設定します。

例

次のコマンドでは、デスティネーション ボリュームvol2を制限付きに設定します。

vol restrict vol2

6. ソース システムのコンソールで、snap schedコマンドを使用して、スケジュールされた
転送を無効にします。
SnapDriveとスケジュールが競合しないようにするには、スケジュールされた転送を無効
にする必要があります。

例

次のコマンドでは、スケジュールされた転送を無効にします。

snap sched vol1 -----

7. デスティネーション システムのコンソールで、snapmirror initializeコマンドを使用
して、ソース ボリュームとデスティネーション ボリューム間の関係を作成して、その関
係を初期化します。
初期化プロセスでは、デスティネーション ボリュームへのベースライン転送が実行され
ます。 SnapMirrorはソース ボリュームのSnapshotコピーを作成して、そのコピーおよび
コピーが参照するすべてのデータ ブロックをデスティネーション ボリュームに転送し
ます。 また、ソース ボリューム上の他のすべてのSnapshotコピーもデスティネーション
ボリュームに転送します。

例

次のコマンドでは、source_systemAのソース ボリュームvol0とdestination_systemBのデス
ティネーション ボリュームvol2との間のSnapMirror関係を作成して、その関係を初期化し
ます。

snapmirror initialize -S source_systemA:vol0 destination_systemB:vol2

SnapVaultレプリケーションのためのストレージ システムの準
備

SnapManagerの統合されたSnapVaultテクノロジを使用してSnapshotコピーをディスクにアー
カイブするには、ソース ボリュームとデスティネーション ボリューム間のデータ保護関係
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を設定して初期化する必要があります。 初期化の際に、SnapVaultはソース ボリュームの
Snapshotコピーを作成して、そのコピーおよびコピーが参照するすべてのデータ ブロックを
デスティネーション ボリュームに転送します。

開始する前に

• SnapManager設定ウィザードで、プライマリ ストレージ用のデータセットを設定してお
く必要があります。

• すべてのLUNがqtree内に存在する必要があります（qtreeごとに1つのLUN）。

重要：データベース ファイルとトランザクション ログを別々のボリュームに保存する場
合は、データベース ファイルのソース ボリュームとデスティネーション ボリュームの
間、およびトランザクション ログのソース ボリュームとデスティネーション ボリューム
の間に関係を作成する必要があります。

手順

1. ソース システムとデスティネーション システムの両方のコンソールで、SnapVaultを有効
にします。

例

options snapvault.enable on

2. ソース システムのコンソールで、options snapvault.accessコマンドを使用して、ソー
ス システムからデータを直接コピーすることを許可するシステムのホスト名を指定しま
す。

例

次のコマンドでは、destination_systemBへのレプリケーションを許可します。

options snapvault.access host=destination_systemB

3. デスティネーション システムのコンソールで、options snapvault.accessコマンドを
使用して、コピーしたデータのリストア先のシステムのホスト名を指定します。

例

次のコマンドでは、コピーしたデータをsource_systemAにリストアできます。

options snapvault.access host=destination_systemA

4. ソース システムのコンソールで、ndmpd onコマンドを使用して、NDMPを有効にしま
す。

例

次のコマンドでは、NDMPを有効にします。

ndmpd on

5. デスティネーション システムのコンソールで、vol createコマンドを使用して、ソース
ボリュームと同じサイズ以上のSnapMirrorデスティネーション ボリュームを作成しま
す。
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例

次のコマンドでは、アグリゲートaggr1に、vol2という名前の2GBのデスティネーション
ボリュームを作成します。

vol create vol2 aggr1 2g

6. OnCommand Unified Manager（UM）のNetApp Management Consoleで、デスティネーショ
ン ボリューム用のリソース プールを追加します。

a. [Data] > [Resource Pools]をクリックして、[Resource Pools]ページを開きます。

b. [Resource Pools]ページで、[Add]をクリックして[Add Resource Pool]ウィザードを起
動します。

c. ウィザード内のプロンプトに従って、デスティネーション ボリューム用のアグリゲー
トを指定します。

d. [Finish]をクリックしてウィザードを終了します。

7. UM NetApp Management Consoleで、SnapManager設定ウィザードで作成したデータセット
にリソース プールを割り当てます。

a. [Data] > [Datasets]をクリックして、[Datasets]ページを開きます。

b. [Datasets]ページで、作成したデータセットを選択して[Edit]をクリックします。

c. [Edit Dataset]ページで、[Backup] > [Provisioning/Resource Pools]をクリックして、
[Configure Dataset Node]ウィザードを開きます。

d. ウィザード内のプロンプトに従って、データセットにリソース プールを割り当てま
す。
リソース プールの割り当てによって、ソース ボリュームとデスティネーション ボ
リューム間のデータ保護関係が指定されます。

e. [Finish]をクリックしてウィザードを終了し、データ保護関係を初期化します。
初期化プロセスでは、デスティネーション ボリュームへのベースライン転送が実行さ
れます。 SnapVaultはソース ボリュームのSnapshotコピーを作成して、そのコピーおよ
びコピーが参照するすべてのデータ ブロックをデスティネーション ボリュームに転
送します。
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データベースのバックアップと検証
ネットアップ ストレージで使用可能になったデータベースはすぐにバックアップする必要
があります。 そのあとで、初期バックアップを検証して、定期的なバックアップと定期的
なバックアップ検証のスケジュールを設定できます。

関連タスク

SnapManagerバックアップの概要（28ページ）
バックアップ戦略の定義（28ページ）
データベースの初回のバックアップ（32ページ）
初期バックアップ セットの検証（34ページ）
定期的なバックアップのスケジュール設定（35ページ）
短周期リカバリ ポイント バックアップのスケジュール設定（35ページ）
定期的なバックアップ セットの検証のスケジュール設定（36ページ）

SnapManagerバックアップの概要
SnapManagerでは、ネットアップのSnapshotテクノロジを使用して、オンラインでデータベー
スの読み取り専用コピーを作成します。 また、Exchange Serverツールを使用してバックアッ
プの整合性を検証します。
SnapManagerは、次の項目が格納されているボリュームのSnapshotコピーを作成することに
よってデータベースをバックアップします。

• データベース データ ファイル

• SnapInfoディレクトリとトランザクション ログ

これらの複数のSnapshotコピーを合わせてバックアップ セットが構成されます。
SnapManagerでは、バックアップ セットを使用してデータベースをリストアします。
SnapManagerがデータベースをバックアップしたあとで、バックアップ セットの整合性検証
を実行できます。 SnapManagerでは、Exchangeシステム管理ツールを使用して、データベー
スとトランザクション ログ ファイルに物理レベルおよび論理レベルの破損がないかどうか
を確認します。 この検証により、バックアップ セットを使用して必要に応じてデータベー
スをリストアできるかどうかが確認されます。
注：Database Availability Group（DAG;データベース可用性グループ）がある場合、データ
ベース検証はデフォルトでは無効です。 最低2つ以上のコピーを含み、それぞれのコピー
に有効なバックアップがあるDAGデータベースは検証する必要はありません。 詳細につ
いては、ネットアップの技術情報アーティクル3013600：「Does verification in SME need to
occur in an Exchange 2010 DAG deployment?」を参照してください。

重要：SnapManagerでは、Data ONTAPまたはSnapDriveによって作成されたSnapshotコピー
からデータベースをリストアできません。 SnapManagerだけを使用してバックアップを
実行する必要があります。

バックアップ戦略の定義
バックアップ ジョブを作成する前にバックアップ戦略を定義しておくと、データベースの
正常なリストアに必要なバックアップを作成するのに役立ちます。 バックアップ戦略に大
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きな影響を及ぼすのは、Service Level Agreement（SLA;サービス レベル アグリーメント）と
Recovery Point Objective（RPO）です。
注：SnapManagerのベストプラクティスについては、ネットアップ テクニカル レポート
4224：『Microsoft Exchange Server 2013 and SnapManager for Exchange Best Practices Guide for
Data ONTAP Operating in 7-Mode』を参照してください。

必要なSnapManagerバックアップのタイプ
SnapManagerは、次の2つのタイプのバックアップをサポートします。

バックアップ タ
イプ

説明

データベース
バックアップ

次の2つのデータベース バックアップから選択できます。

• フル バックアップ
データベース ファイルと切り捨てられたトランザクション ログ
をバックアップします。 Exchange Serverでは、データベースにコ
ミット済みのエントリを削除することによってトランザクション
ログを切り捨てます。 これは最も一般的なバックアップ タイプ
です。

• コピー バックアップ
データベース ファイルおよび切り捨てられていないトランザク
ション ログをバックアップします。 このバックアップ タイプは、
別のバックアップ アプリケーションでデータベースをバックアッ
プする場合に使用します。 トランザクション ログを欠落のない
状態で保持しておくと、任意のバックアップ アプリケーションで
データベースをリストアできます。
リモートの追加コピー バックアップ機能については、SnapManager
7.2 for Microsoft Exchange Serverアドミニストレーション ガイドを
参照してください。

Frequent Recovery
Point（FRP;短周期
リカバリ ポイン
ト）バックアップ

切り捨てられたトランザクション ログをバックアップします。コ
ピーされるのは、最新のフル バックアップまたはFRPバックアップ以
降にコミットされたトランザクションだけです。
データベース バックアップとともに短周期リカバリ ポイント バック
アップのスケジュールを設定すると、SnapManagerでは、より迅速に
特定のリカバリ ポイントまでデータベースをリストアできます。 た
とえば、1日の始めと終わりにデータベース バックアップを実行する
ように設定し、1時間ごとに短周期リカバリ ポイント バックアップを
実行するように設定できます。
SnapManagerで短周期リカバリ ポイント バックアップが作成された
場合、トランザクション ログは検証されません。 データベース バッ
クアップから作成されたバックアップ セットをSnapManagerが検証す
る場合は、バックアップが検証されます。

データベースをバックアップするタイミング
データベース バックアップのスケジュールを設定するための最も重要な要因は、データ
ベースの変更率です。 使用頻度の高いデータベースは1時間ごとにバックアップする必要
がありますが、ほとんど使用されないデータベースは1日に1回バックアップすれば十分で
す。 その他の要因としては、組織におけるデータベースの重要性、SLA、およびRPOがあり
ます。
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使用頻度の高いデータベースであっても、1日に1～2回以上フル バックアップを実行する必
要はありません。 通常は、定期的なトランザクション ログ バックアップを実行すれば、必
要なバックアップが作成されます。
ヒント：データベースをバックアップする回数が多いほど、リストア時にSnapManagerが再
生する必要のあるトランザクション ログの数が少なくなります。これにより、リストア
処理の時間を短縮できます。

重要：SnapManagerで一度に実行できる処理は1つです。 SnapManager処理のスケジュール
が重複しないようにしてください。

バックアップ コピーを検証するタイミング
SnapManagerではバックアップ セットの作成直後にそのバックアップ セットを検証できま
すが、その場合、バックアップ ジョブの完了までに必要な時間が大幅に増加します。 ほと
んどの場合、別のジョブであとから検証を行うようにスケジュールを設定することを推奨し
ます。 たとえば、毎日午後5時にデータベースをバックアップする場合は、 1時間後の午後
6時から検証を行うようにスケジュールを設定します。
同じ理由で、通常、バックアップを実行するたびにバックアップ セットの検証を行う必要
はありません。 通常、バックアップ の整合性を確保するには、少ない頻度で定期的に検証
を実行すれば十分です。 1つの検証ジョブで複数のバックアップ セットを同時に検証でき
ます。
注：最低2つ以上のコピーを含み、それぞれのコピーに有効なバックアップがあるDAGデー
タベースは検証する必要はありません。 詳細については、ネットアップの技術情報アー
ティクル3013600：「Does verification in SME need to occur in an Exchange 2010 DAG
deployment?」を参照してください。

重要：SnapManagerで一度に実行できる処理は1つです。 SnapManager処理のスケジュール
が重複しないようにしてください。

必要なジョブの数
1つまたは複数のバックアップ ジョブを使用してデータベースをバックアップできます。
通常、選択するバックアップ ジョブの数は、データベースが配置されているボリュームの
数に応じて決まります。 たとえば、あるボリュームに小規模なデータベースのグループを
配置しており、別のボリュームに1つの大規模なデータベースを配置している場合は、小規
模なデータベース用のバックアップ ジョブと大規模なデータベース用のバックアップ ジョ
ブを1つずつ作成できます。
必要なバックアップ ジョブの数を左右するその他の要因としては、データベースのサイズ、
データベースの変更率、およびSLAがあります。

使用するバックアップの命名規則
バックアップの命名規則では、Snapshotコピー名に文字列を追加します。 この文字列によっ
て、コピーがいつ作成されたかを特定できます。 次の2つの命名規則があります。

命名規則 説明

固有 すべてのSnapshotコピー名にタイム スタンプを追加します。 これが
デフォルトのオプションです。
例：
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命名規則 説明

一般 最新のSnapshotコピーの名前に「recent」という文字列を追加します。
他のすべてのSnapshotコピーにはタイム スタンプが追加されます。
例：

選択した命名規則はすべてのバックアップに適用されます。 固定の文字列「recent」を必要
とするスクリプトがないかぎり、固有の命名規則を使用する必要があります。
注：バックアップ コピーをSnapVaultにアーカイブする場合は、固有の命名規則を使用しま
す。 一般的な命名規則を使用すると、SnapManagerではSnapVaultにアーカイブできませ
ん。

命名規則は[バックアップ設定]ダイアログ ボックスで変更できます。

バックアップ ジョブに割り当てるバックアップ管理グループ
バックアップ管理グループを選択して、Snapshotコピーにラベル規則を割り当てます。 デー
タベースをバックアップする場合は、次の3つの管理グループから選択できます。

管理グループ 説明

標準 Snapshotコピー名に管理グループの名前を追加しません。
例：

Daily Snapshotコピー名に「Daily」を追加します。
例：

Weekly Snapshotコピー名に「Weekly」を追加します。
例：

たとえば、毎日または毎週のバックアップのスケジュールを設定する場合は、「Daily」管理
グループおよび「Weekly」管理グループにそれぞれバックアップを割り当てる必要がありま
す。
注：管理グループはバックアップ スケジュールを適用するものではありません。

ソース ストレージ システムとSnapMirrorデスティネーションにバックアップ コピーを保
持する期間
バックアップ コピーを保持する日数を選択するか、または保持するバックアップ コピーの
数（最大255）を指定できます。 たとえば、組織でバックアップ コピーを10日間保持する必
要があるとします。
SnapMirrorレプリケーションを設定すると、デスティネーション ボリュームに保持ポリシー
がミラーリングされます。
注：バックアップ コピーを長期にわたって保持する場合は、SnapVaultを使用する必要があ
ります。
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ソース ストレージ システムにトランザクション ログ バックアップを保持する期間
SnapManagerでは、最新の状態へのリストア処理を実行するために、トランザクション ログ
バックアップが必要です。この場合、2つのフル バックアップの間の任意の時間の状態に
データベースがリストアされます。 たとえば、SnapManagerで午前8時にフル バックアップ
を作成し、 もう1つのフル バックアップを午後5時に作成した場合は、最新のトランザクショ
ン ログ バックアップを使用して、午前8時から午後5時までの任意の時間の状態にデータ
ベースを リストアできます。 トランザクション ログを使用できない場合、SnapManagerは
ポイントインタイム リストア処理だけを実行できます。この場合、SnapManagerがフル バッ
クアップを完了した時間の状態にデータベースがリストアされます。
通常、最新の状態へのリストアが必要になるのは1～2日のみです。つまり、トランザクショ
ン ログ バックアップを保持する期間は1日または2日です。

ソース ボリュームまたはデスティネーション ボリュームを使用したバックアップ コピー
の検証
SnapMirrorまたはSnapVaultを使用する場合は、プライマリ ストレージ システム上のSnapshot
コピーではなく、SnapMirrorまたはSnapVaultのデスティネーション ボリューム上のSnapshot
コピーを使用してバックアップ コピーを検証できます。 デスティネーション ボリューム
を使用した検証によって、プライマリ ストレージ システムの負荷が軽減されます。

別のツールでバックアップを作成する場合に使用する必要のあるバックアップ タイプ
別のバックアップ ツールを使用してバックアップを作成する必要がある場合は、そのツー
ルだけを使用してコピーまたは差分バックアップを作成します。 通常の（フル）バックアッ
プと増分バックアップでは、トランザクション ログが切り捨てられ、SnapManagerで最新の
状態にリストアできません。

データベースの初回のバックアップ
ネットアップ ストレージへのデータベースの移行が完了したら、そのデータベースをすぐ
にバックアップする必要があります。 初期バックアップおよび検証のあとに、定期的な
バックアップのスケジュールを設定できます。

タスク概要

ここでは、[バックアップと検証]オプションを使用してデータベースを迅速にバックアップ
する方法について説明します。 必要に応じて、バックアップ ウィザードを使用できます。
Database Availability Group（DAG;データベース可用性グループ）がある場合は、DAGから
バックアップ ジョブを実行して、グループ内のデータベースをすべてバックアップできま
す。 次のいずれかの条件に該当する場合、DAGレベルでバックアップを実行することはで
きません。

• Data ONTAP 7-Modeを使用するSnapVaultセカンダリ ボリュームにデータベースをアーカ
イブする。

• 他社ストレージを使用するDAG内のノードがある。

この場合は、代わりに、各DAGメンバーからデータベースをバックアップする必要がありま
す。

手順

1. [コンソール ルート]ツリーで、データベースが配置されているサーバを展開し、[バック
アップ]をクリックします。
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2. [バックアップ]ペインで、バックアップするデータベースを選択します。

3. [操作]ペインで、[バックアップと検証]をクリックします。

4. [バックアップ]ダイアログ ボックスで、[バックアップを作成する]を選択したままにし
て、バックアップ ジョブのプロパティを定義します。

フィールド 操作

バックアップの削除 保持するバックアップ コピーの数またはバックアップ コピーを保
持する日数を定義して、ソース ストレージ システムのバックアッ
プ コピーの保持ポリシーを指定します。

最新の状態へのリストアの
オプション

このフィールドをクリックして、トランザクション ログの保持ポ
リシーを指定します。

バックアップされたデータ
ベースとトランザクション
ログを検証する

データベースの検証は個別の処理で行うことが推奨されるため、こ
のフィールドはクリアします。

バックアップ管理グループ 管理グループを選択します。

処理後にコマンドを実行す
る

バックアップ処理後にコマンドを実行する場合は、このフィールド
を選択します。 [バックアップ]をクリックしたあとにコマンドを
指定します。

バックアップ アーカイブ
オプション

SnapVaultデスティネーション ボリュームを設定する場合は、この
オプションを選択して、デスティネーション ボリュームにバック
アップ コピーをアーカイブします。

SnapMirror オプション SnapMirrorデスティネーション ボリュームを設定する場合は、この
オプションを選択して、デスティネーション ボリュームにバック
アップ コピーをレプリケートします。

詳細オプション 別のバックアップ アプリケーションを使用してデータベースを
バックアップする場合は、このフィールドをクリックして、[バッ
クアップ タイプ]をクリックし、最後に[コピー バックアップ]を選
択します。 詳細オプションの他のフィールドについては、デフォ
ルトの選択内容のままにします。
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5. [バックアップ]をクリックします。

6. 処理後にコマンドを実行するように選択した場合は、コマンドを実行する場所、プログ
ラムまたはスクリプトのパス、実行するSnapManagerの変数、およびコマンドの引数を指
定して、[OK]をクリックします。

7. [バックアップ ステータス]ダイアログ ボックスで、[今すぐ開始]をクリックします。
[バックアップ タスク リスト]タブと[バックアップ レポート]タブで処理の詳細を確認で
きます。

初期バックアップ セットの検証
初期バックアップ セットを検証してデータベースの整合性を確認する必要があります。

手順

1. [バックアップ]ペインで、バックアップ検証スケジュールに追加するデータベースを選択
します。

2. [操作]ペインで、[バックアップと検証]をクリックします。

3. [バックアップ]ダイアログ ボックスで、[バックアップ セットを検証する]を選択し、バッ
クアップ検証のプロパティを定義します。

フィールド 操作

検証する最新の未検証バッ
クアップの個数

デフォルトのままにします。 ここでは、バックアップ セットを1つ
だけ設定する必要があります。

バックアップ管理グループ 管理グループを選択します。

処理後にコマンドを実行す
る

バックアップ処理後にコマンドを実行する場合は、このフィールド
を有効にします。 [検証]をクリックしたあとにコマンドを指定し
ます。

バックアップ アーカイブ
オプション

バックアップ セットをSnapVaultデスティネーション ボリューム
にアーカイブした場合に、デスティネーション ストレージ システ
ム上のバックアップ セットを検証してプライマリ ストレージ シ
ステムの負荷を軽減するには、[以前にアーカイブしたバックアッ
プを検証する]をクリックします。

SnapMirror オプション バックアップ セットをSnapMirrorデスティネーション ボリューム
にレプリケートした場合に、デスティネーション ストレージ シス
テム上のバックアップ セットを検証してプライマリ ストレージ
システムの負荷を軽減するには、[SnapMirrorのデスティネーショ
ン ボリュームで検証を実行する]をクリックします。

4. [検証]をクリックします。

5. 処理後にコマンドを実行するように選択した場合は、コマンドを実行する場所、プログ
ラムまたはスクリプトのパス、実行するSnapManagerの変数、およびコマンドの引数を指
定して、[OK]をクリックします。

6. [バックアップ ステータス]ダイアログ ボックスで、[今すぐ開始]をクリックします。
[バックアップ タスク リスト]タブと[バックアップ レポート]タブで処理の詳細を確認で
きます。
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定期的なバックアップのスケジュール設定
Windowsのスケジュールされたタスクを使用して、定期的なバックアップ ジョブのスケ
ジュールを設定できます。

手順

1. [バックアップ]ペインで、バックアップ スケジュールに追加するデータベースを選択し
ます。

2. [操作]ペインで、[バックアップと検証]をクリックします。

3. [バックアップ]ダイアログ ボックスで、[バックアップを作成する]を選択したままにし
て、「データベースの初回のバックアップ」（32ページ）の説明に従ってバックアップ ス
ケジュールのプロパティを定義します。

4. [スケジュール]をクリックします。

5. [スケジュール]ダイアログ ボックスで、ジョブ名を入力し、クレデンシャルを入力して
[OK]をクリックします。

6. Windowsのスケジュールされたタスクを使用してスケジュールを作成します。

a. [スケジュール]をクリックします。

b. スケジュールを指定します。

c. [OK]をクリックします。

d. [はい]をクリックしてジョブを保存します。

次のタスク

SnapManagerの[スケジュール済みのジョブ]ペインでバックアップ ジョブの詳細を確認でき
ます。

短周期リカバリ ポイント バックアップのスケジュール設定
短周期リカバリ ポイント バックアップは、トランザクション ログの保持に役立ちます。 ト
ランザクション ログ バックアップのスケジュールは、Recovery Point Objective（RPO）を満
たすことのできる頻度で、フル データベース バックアップとともに設定する必要がありま
す。

手順

1. [コンソール ルート]ツリーで、データベースが配置されているサーバを選択します。

2. [操作]ペインで、[短周期リカバリ ポイント バックアップ]をクリックします。

3. [短周期リカバリ ポイント バックアップ]ダイアログ ボックスで、トランザクション ログ
バックアップ スケジュールのプロパティを定義します。

フィールド 操作

バックアップするストレー
ジ グループ

バックアップ スケジュールに追加するデータベースを選択しま
す。

バックアップの間隔 トランザクション ログをバックアップする頻度を指定します。
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フィールド 操作

処理後にコマンドを実行す
る

バックアップ処理後にコマンドを実行する場合は、このフィールド
を選択します。 [ジョブの作成]をクリックしたあとにコマンドを
指定します。

処理後に SnapMirror を更
新する

SnapMirrorデスティネーション ボリュームを設定する場合は、この
フィールドを選択して、デスティネーション ボリュームにバック
アップ コピーをレプリケートします。

4. [ジョブの作成]をクリックします。

5. Windowsのスケジュールされたタスクを使用してスケジュールを作成します。

a. [スケジュール]をクリックします。

b. スケジュールを指定します。

c. [OK]をクリックします。

d. [はい]をクリックしてジョブを保存します。

定期的なバックアップ セットの検証のスケジュール設定
Windowsのスケジュールされたタスクを使用して、定期的なバックアップ セットの検証ジョ
ブのスケジュールを設定できます。

手順

1. [バックアップ]ペインで、バックアップ検証スケジュールに追加するデータベースを選択
します。

2. [操作]ペインで、[バックアップと検証]をクリックします。

3. [バックアップ]ダイアログ ボックスで、[バックアップ セットを検証する]を選択し、「初
期バックアップ セットの検証」（34ページ）の説明に従ってバックアップ検証スケジュー
ルのプロパティを定義します。
スケジュール済みの複数の検証の間にSnapManagerが作成するバックアップの数に応じ
て、[検証する最新の未検証バックアップの個数]フィールドの変更が必要になる場合があ
ります。

4. [スケジュール]をクリックします。

5. [スケジュール]ダイアログ ボックスで、ジョブ名を入力し、クレデンシャルを入力して
[OK]をクリックします。

6. Windowsのスケジュールされたタスクを使用してスケジュールを作成します。

a. [スケジュール]をクリックします。

b. スケジュールを指定します。

c. [OK]をクリックします。

d. [はい]をクリックしてジョブを保存します。

次のタスク

SnapManagerの[スケジュール済みのジョブ]ペインで検証ジョブの詳細を確認できます。
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次の手順
SnapManagerでバックアップの設定が完了したら、必要に応じて、全体または一部のリスト
アを実行できます。 また、SnapManagerの他の重要な機能（レポート、制御ファイル、
PowerShellコマンドレットなど）を確認することもできます。
これらの機能の詳細情報およびSnapManagerのリリース固有の情報を次のドキュメントで確
認できます。ドキュメントはネットアップ サポート サイトで入手できます。

• SnapManager 7.2 for Microsoft Exchange Serverアドミニストレーション ガイド
導入の完了後にSnapManagerを管理する方法について説明します。 データベースをリス
トアする方法、制御ファイルから設定情報をインポートする方法、SnapManager Powershell
コマンドレットを使用する方法、および製品をアップグレードおよびアンインストール
する方法について説明するトピックが含まれます。

• SnapManager 7.2 for Microsoft Exchange Serverリリース ノート
新機能、重要な注意事項、既知の問題、およびSnapManager 7.1製品の制限事項について
説明します。

• Single Mailbox Recovery 7.1 Administration Guide

Single Mailbox Recovery製品の使用方法について説明します。

• Data ONTAP 8.2 Data Protection Online Backup and Recovery Guide for 7-Mode

SnapMirrorレプリケーションとSnapVaultレプリケーションのストレージ システムを準備
する方法について説明します。

•

OnCommand Unified Managerを使用して、SnapVaultレプリケーションのストレージをプロ
ビジョニングする方法について説明します。

• ネットアップ テクニカル レポート4224：『Microsoft Exchange Server 2013 and SnapManager
for Exchange Best Practices Guide for Data ONTAP Operating in 7-Mode』
SnapManager for Microsoft Exchange Serverベストプラクティスについて説明します。
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